








• 「OPEN CARE PROJECT」は、
介護を「個⼈の課題」から「みんなの話題」へ転換することを⽬的としており、
介護当事者や介護業務従事者、メディア、クリエイター、企業等、多様な主体を横断し
て、
介護に関する話題を議論し、課題解決に向けたアクションを推進するプロジェクトです。

• 具体的には、本プロジェクト趣旨に賛同する団体・個⼈等が主体となる取組につき、
ロゴマークの提供等を通じて後押しするとともに、
介護当事者やクリエイターといった業種横断での対話・マッチングの場を設けることで
コミュニティ拡充や社会機運の醸成を図ります。

プロジェクト概要



























































「OPEN CARE PROJECT」では、⽴ち上げに⾄るまでに、介護当事者、介護業務従事者に加え、クリエイターを交えた討論会「OPEN CARE TALKS」を３度開催。

多様な背景を持つ参加者同⼠で議論を⾏い、 「介護」が抱える課題の共有から、解決に向けたアイデア開発まで実施してきました。

OPEN CARE TALKSとは





OPEN CARE TALKS#1メンバー
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OPEN CARE TALKS#2メンバー















OPEN CARE TALKS#2



OPEN CARE TALKS#3メンバー















OPEN CARE TALKS#3











プロジェクト概要説明
経済産業省
橋本泰輔
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プロジェクトステートメント

⻑寿⼤国、⽇本。
⽣きる時間が伸びたことで、しあわせな瞬間も増えた。

だけど、 不安が増えたのも事実。
たとえば、認知症や⽼後資⾦に関する不安。

2025年、団塊の世代である800万⼈が

後期⾼齢者へ。

その前に、介護を誰かの問題だと⽚付けるのは、

もう終わりにしよう。

みんなで介護をアップデートしよう。

みんなで現状を知って、

みんなで課題解決するためのアイデアを考えよう。

ひとりひとりタイミングは異なれど、
介護は誰しもに関係があることなのだから。

⻑⽣きしてみたい未来が、今はじまる。

介護を、「個⼈の課題」から「みんなの話題」へ。
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OPEN CARE TALKSの様⼦





ロゴに関して

• 本プロジェクトロゴは、使⽤規約に同意の上、申請をいただければ、どなたでもご活⽤いただことが可能です。

• 商品やイベント、キャンペーンに合わせてご活⽤いただけるようロゴマークをご⽤意していますので、ぜひ取組にご活⽤ください。



OPEN CARE PROJECTが
⽬指すもの

経済産業省 ⽔⼝怜⻫
株式会社Blanket 秋本可愛
The Breakthrough Company GO ⼩林⼤地
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OPEN CARE TALKSの
振り返り

株式会社Blanket 秋本可愛
一般社団法人マリーゴールド 島影真奈美
一般社団法人ヤングケアラー協会 宮崎成悟
Right Design Inc. 小川貴之



株式会社Blanket
秋本可愛

登壇者

⼀般社団法⼈マリーゴールド
島影真奈美

⼀般社団法⼈ヤングケアラー協会
宮崎成悟

Right Design Inc.
⼩川貴之



質疑応答
経済産業省 水口怜斉
一般社団法人マリーゴールド 島影真奈美
一般社団法人ヤングケアラー協会 宮崎成悟
株式会社Blanket 秋本可愛
The Breakthrough Company GO 小林大地



フォトセッション









• 「OPEN CARE PROJECT」は、
介護を「個⼈の課題」から「みんなの話題」へ転換することを⽬的としており、
介護当事者や介護業務従事者、メディア、クリエイター、企業等、多様な主体を横断し
て、
介護に関する話題を議論し、課題解決に向けたアクションを推進するプロジェクトです。

• 具体的には、本プロジェクト趣旨に賛同する団体・個⼈等が主体となる取組につき、
ロゴマークの提供等を通じて後押しするとともに、
介護当事者やクリエイターといった業種横断での対話・マッチングの場を設けることで
コミュニティ拡充や社会機運の醸成を図ります。

プロジェクト概要



プロジェクトステートメント

⻑寿⼤国、⽇本。 
⽣きる時間が伸びたことで、しあわせな瞬間も増えた。

だけど、 不安が増えたのも事実。
たとえば、認知症や⽼後資⾦に関する不安。

2025年、団塊の世代である800万⼈が

後期⾼齢者へ。

その前に、介護を誰かの問題だと⽚付けるのは、

もう終わりにしよう。

みんなで介護をアップデートしよう。

みんなで現状を知って、

みんなで課題解決するためのアイデアを考えよう。

ひとりひとりタイミングは異なれど、
介護は誰しもに関係があることなのだから。

⻑⽣きしてみたい未来が、今はじまる。
 
介護を、「個⼈の課題」から「みんなの話題」へ。
OPEN CARE PROJECT



「OPEN CARE PROJECT」では、⽴ち上げに⾄るまでに、介護当事者、介護業務従事者に加え、クリエイターを交えた討論会「OPEN CARE TALKS」を３度開催。

多様な背景を持つ参加者同⼠で議論を⾏い、 「介護」が抱える課題の共有から、解決に向けたアイデア開発まで実施してきました。

OPEN CARE TALKSとは





OPEN CARE TALKSの様⼦





ロゴに関して

• 本プロジェクトロゴは、使⽤規約に同意の上、申請をいただければ、どなたでもご活⽤いただことが可能です。

• 商品やイベント、キャンペーンに合わせてご活⽤いただけるようロゴマークをご⽤意していますので、ぜひ取組にご活⽤ください。 



お披露⽬イベント写真
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OPEN CARE PROJECT WEBサイト


